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■離岸堤群整備（静岡S52～、清水S58～）

■ヘッドランド群整備（H1～H11）

■消波堤群整備（H7～H8）

■Ｌ字突堤整備（H9～H10）
■サンドバイパス本格開始（H11～）

■サンドリサイクル開始（H19～）
■３号消波堤の延伸（H20～H21）
■消波堤区間へのサンドリサイクル試験（H20～
H21）、本格開始（H23～）

■計画サンドバイパス量の変更（H23）

侵食対策の経緯

サンドボディによる
砂浜の回復

侵食域の拡大

1983(S58)年基準の汀線変化
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清水海岸侵食対策事業の状況（砂浜の回復状況）
◆安倍川での砂利採取を規制後、静岡海岸において安倍川河口側から砂浜が回復してきた。

◆現在は、旧静岡・清水市境付近まで砂浜回復の兆しが見られる。

◆30年～50年後には、この堆積域（サンドボディ）が三保松原まで到達することが想定されている。（今年度精査中）



◆2006年（平成18年）頃に大きく進行して以降、サンドボディ先端位置の進行は小さいが、静岡海岸離岸堤背後の満
砂域は清水海岸に向かって進行している。また、養浜箇所周辺（No.92）の汀線前進が確認できる。

2013（H25）年12月

2004（H16）年1月

2006（H18）年2月

2012（H24）年1月

2010（H22）年1月

△：サンドボディの先端位置(護岸～離岸堤間の半分まで砂浜が回復した位置)
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滝
ヶ
原
川

静岡海岸清水海岸

進行

進行
H23養浜 1.3万 H23養浜 0.7万

H16養浜 2.1万

H17養浜 0.7万

H18養浜 1.2万 H19-20養浜 4.6万

H21養浜 2.5万 H21養浜 0.4万

H25養浜 1.1万

蛇塚増

(養浜単位：m3)

H24養浜 0.2万

3

2014（H26）年12月

3号

H26養浜0.9万

清水海岸侵食対策事業の状況（サンドボディの進行状況）
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清水海岸侵食対策事業の状況（全体）

飛行場前面からのｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ

安倍川からのｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ

計画養浜量 2万m3/年
（累計33.1万m3）

3号

2号

4号

離岸堤型ヘッドランド5基

3号
2号

4号 増・蛇塚駒越

折戸

三保

離岸堤19基

1号

5号

1号

Ｌ型突堤

消波堤4基

計画養浜量 6万m3/年
(累計91.1万m3)

計画養浜量 3万m3/年
（累計13.7万m3）

（S58～H17）（H1～H11）

（H9～H12）

（H7～H8）

必要浜幅 現況浜幅 状 況

離岸堤区間 60m 20-50m
必要浜幅に満たないが、回復傾向にある。
消波工を併用。

ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ区間 60m
60m以上

（ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾄﾞ下手30-50m）

局所的な狭小箇所は、養浜、根固工などで
対応。

消波堤区間 80m
80m以上

（１号消波堤下手50m）

局所的な狭小箇所は、養浜、根固工などで
対応。 4

（養浜量はH10～26年度累計）

必要最小限の施設整備と養浜の組合せによる海岸保全

◆駒越～三保地区では、砂浜が残っている段階で「離岸堤型ヘッドランド」を設置した。

◆安倍川の土砂を利用した「サンドバイパス」、砂嘴先端部の土砂を利用した「サンドリサイクル」を実施中。



清水海岸侵食対策事業の状況（ヘッドランド区間の砂浜幅）
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浜
幅
(m
)

測線No.

2013年 9月

2013年 11月

2014年 9月

2014年 11月

必要砂浜幅

5号HL

L型突堤

4号HL

3号HL

2号HL
1号HL

防護上の

必要砂浜幅（60m）

消波堤設置
（2012年5月）

砂浜幅の変化【2013(H25)年9月～2014(H26)年11月】

◆１号ヘッドランド上手や３号～５号ヘッドランド下手では、必要砂浜幅60mを割り込んでいる。

◆１号ヘッドランド上手や４号ヘッドランド下手への集中的な養浜によりヘッドランド区間の砂浜幅確保を図っている。

養浜(H26.1-5)3万m3

H25T26号来襲後

H26T18号来襲後

養浜(H26.1-5)
5.7万m3

養浜(H26.1-5)
3万m3写真：2014(H26)年12月撮影

養浜(H26.1-5)5.7万m3

根固工
根固工

根固工
根固工

：根固工
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清水海岸侵食対策事業の状況（消波堤区間の砂浜幅）
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2013年 9月

2013年 11月

2014年 9月

2014年 11月

必要砂浜幅

L型突堤

1号消波堤

防護上の

必要砂浜幅

（80m）

2号消波堤

3号消波堤

4号消波堤

侵食

侵食

安定傾向

砂浜幅の変化【2013(H25)年1月～2014(H26)年11月】

◆各消波堤下手の砂浜幅は狭く、１号消波堤下手では必要砂浜幅80mを割り込んでいる。

◆消波堤区間へのサンドリサイクル養浜等により砂浜幅の確保を図っているが、２～４号消波堤下手の砂浜幅も狭い。

根固工 根固工

養浜(H26.1-3)
3万m3

写真：2014(H26)年12月撮影



清水海岸侵食対策事業の状況（養浜実施箇所の決定方法）

◆モニタリング結果を踏まえて、「砂浜幅」と「海浜断面積」の２つの指標に基づき、次年度の養浜実施箇所の優先
順位を決定している。（※下図は平成26年度の養浜実施箇所の優先順位付けの例）

養浜実施箇所は以下の２つの指標を基準に優先順位を決定
①「砂浜幅」が必要砂浜幅に対し不足している箇所、②越波に対し「海浜断面積」が不足している箇所
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測線No.

①
砂
浜
幅
(
m
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②
海

浜
断

面
積

(
m

2
)

優先度２

H25年度ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ実施

優先度２

消波堤

越波に対し不足する海浜断面積

目標砂浜幅に対して不足する砂浜幅

H25年度ｻﾝﾄﾞﾊﾞｲﾊﾟｽ実施

越波に対し必要な海浜断面積

優先度２優先度１優先度１

②海浜断面積は、波の打上げ高算定の基礎となる砕波水深約17m※

～堤防間の断面積（※消波施設測線は水深約10m）

消波堤区間 ヘッドランド区間

H25年度ｻﾝﾄﾞﾘｻｲｸﾙ実施

養浜の優先度が高い箇所 養浜の優先度が高い箇所

優先度３

②海浜断面積は、波の打上げ高算定の基礎となる
砕波水深約19m※～堤防間の断面積 7



◆サンドリサイクルの養浜材を採取している三保飛行場前面の海浜地形は、沿岸漂砂の堆積により徐々に沖側に広がっ
ている。

1961(S36)年

1970(S45)年

1986(S61)年2月

1998(H10)年3月

2000(H12)年9月

2006(H18)年2月

2010(H22)年1月

2014(H26)年12月

H19年度～
サンドリサイクル養浜材採取開始

だんだん飛行場前面の凸形状が鋭
くなっている

砂州が突出し土砂が沖に抜けやすく
下手側に土砂が回り込みにくい

8清水海岸侵食対策事業の状況（養浜材採取箇所の地形変化）
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今年度の採取方法

●海底に落ち込む土砂を減らすため、汀線際の土砂の
移動帯(+3m～汀線)から陸上採取を繰り返す。

→高波浪、常時波浪による地形回復状況をモニタリングしなが
ら、地形回復の度に土砂を採取する。

→【採取→モニタリング→地形回復を確認→採取】を繰り返す。

※高波浪、常時波浪による土砂の移動特性・埋め戻る波浪
条件を把握し、汀線際の土砂を効率的に採取する

+3m～汀線を繰り返し採取

―：有義波高 H1/3
―：有義波周期 T1/3■久能観測所波浪データ（2014年 毎正時） T2618号

欠測

欠測

高波浪来
襲 高波浪来

襲

高波浪来襲

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
↓
採取

高波浪来
襲

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
↓

採取

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
↓
採取

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
↓
採取

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
↓
採取

清水海岸侵食対策事業の状況（サンドリサイクル養浜材の採取方法）

◆三保飛行場前面において海底に落ち込む沿岸漂砂を減らし、サンドリサイクルの養浜材を継続的に採取できる方法を
検討するため、今年度から試験的な採取方法を実施する。
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ユネスコ世界遺産委員会で、
「三保松原」も構成資産に含む
形で、「富士山」が世界文化遺
産として登録決定

イコモスから、富士山からの距
離を理由に「三保松原」を構成
資産から除外するよう勧告を受
けるとともに、消波堤が景観上
望ましくないとの指摘を受けた。

Ｈ25.4.30

Ｈ25.6.22

景観上の問題が指摘された消波堤

連日多くの観光客でにぎわう砂浜

「三保松原白砂青松保全技術会議」の設立

世界遺産構成資産にふさわしい、景観と防護が調和する新たな海
岸の姿を実現するため、近藤前文化庁長官を座長とする技術会議
を設立し、海岸工学や景観・文化財保護などの多角的な視点から
提案・助言を受ける。

砂浜の保全に大きな役割を果たしてきた消波ブロックの存
在が、審美的観点において望ましくないという指摘を受け
たことを重く受け止める。

海岸侵食の勢いはいまだ衰えておらず、地球温暖化によ
る海面上昇や津波など、海岸部における災害防止の必要
性は増大している。

世界遺産登録を受けた取り組み

これまでの経験と、先端の知見・技術を駆使し、防護と景
観の両面から問題を捉え、両者を高い次元で調和させるこ
とにより、文化財としての新たな価値を創造する。

（三保松原白砂青松保全技術会議設立趣意書を引用）

○

○

世界遺産にふさわしい海岸を後世に伝えるために・・

H25.9.10 第１回三保松原白砂青松保全技術会議 10

三保地区の景観改善対策の状況（取組の経緯）

平成25年8月7日 三保松原白砂青松保全技術会議 設立

9月10日
第１回三保松原白砂青松保全技術会議
（1）会議の設立 （2）海岸保全への取組み経過
（3）防護、景観等に関する基本情報 等

平成26年1月30日
第２回三保松原白砂青松保全技術会議
（１）対策の基本理念 （2）対策工法の決定 等

11月20日
第３回三保松原白砂青松保全技術会議
（１）突堤の配置、構造検討
（2）モニタリング計画 等

2月3日
第４回三保松原白砂青松保全技術会議
（1）突堤の配置、構造決定
（2）今後の検討方針 等

3月24日 最終報告書 公表

◆世界遺産登録過程におけるイコモスの指摘を重く受け止め、有識者会議を設置し、景観改善対策の検討を行ってきた。



【防護】
現在の防護水準を確保

【景観】
絵画などに描かれた景観を回復

和田英作 松原富士（昭和29年）昭和30年代の絵葉書歌川広重 冨士三十六景

50年に1回発生する規模の波浪や想定される津波から背後地
を防護するとともに、構成資産に対して致命的な影響を及ぼ
さないよう努める。

世界文化遺産構成資産および国の名勝としての本
質的価値である「富士山、松林、砂浜、海」の組
み合わせにより景観を構成する

11

基 本 理 念 「背後地の防護」と「芸術の源泉にふさわしい景観」の両立

三保地区の景観改善対策の状況（基本理念）

◆これまでの海岸保全の取組や世界文化遺産「富士山」の構成資産登録を踏まえ、今後の海岸整備の基本理念を設定。



三保地区の景観改善対策の状況（対応方針）

（１）短期対策として、１号、２号消波堤をＬ型突堤に置き換える。

（２）上記対策の効果を検証した上で、中期対策として、３号、４号
消波堤をＬ型突堤に置き換える。

将来、構造物に頼らずに砂浜が維持される海岸を実現するため、常に土砂供給
の連続性を確保するよう努める。

１

砂浜が自然回復するまでの間、景観上配慮した最小限の施設により、砂浜を保
全する。

２

モニタリングにより海浜変形等を常に把握し、順応的に対策を見直す。３

目指す海岸の姿を実現するため、関係者・関係機関との連携を進める。４

世界文化遺産と名勝及びその周辺部と一体的として捉え、三保松原の文化的な
価値の維持・向上に努める。

５

12

◆「三保松原白砂青松保全技術会議」における検討の結果、景観改善における５つの対応方針を決定。
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◆「三保松原白砂青松保全技術会議」では、現消波堤に替わる工法を一般的な８つの工法から絞り込み、シミュレー
ション等の様々な検証を行い、「Ｌ型突堤への置き換えと養浜５万m3/年の組合せを基本」とする対策を決定した。

段階的な対策の設定

短期、中期、長期的な対策を示し、特に景観形成上重要な視点場である羽衣の
松付近から富士山を望む場合に影響の大きい１，２号消波堤を含む区間を「短
期対策区間」と位置付け、具体的な対策を検討した。

一般的な８つの工法について、防護、景観の両面に加え、利用、施工性、コスト
などを踏まえ、消波堤に代わる施設案を３つに絞り込んだ。

代替工法の検討

望ましい工法の選定
総合的な評価の結果、現消波堤と同等の防護機能を確保でき、且つ施設の視
認性も堆砂につれて改善される「Ｌ型突堤を基本」とすることが決定した。

突堤長（先端水深）、養浜量の検討
消波堤をＬ型突堤に置き換え、海浜変形に影響が大きい突堤長と養浜量を変え
たケースを設定し、シミュレーションを実施しました。総合的な評価の結果、「Ｌ型
突堤と養浜５万m3/年の組合せを基本」とすることが決定した。

シミュレーションでの検証

Ｌ型突堤の構造の選定

Ｌ型突堤の設置位置の地形条件等を踏まえ、構造の比較や水理模型実験により
検討した結果、以下の構造を基本とすることに決定した。

●横堤部は、急深な海底地形による強い波浪や地形変動に晒されることから、
基礎を地中に設置することで高い安定性を有し、かつ一定の堆砂性能が期待
できる「有脚式（透過構造）」

●縦堤部は、既設Ｌ型突堤にも採用され、堆砂性能や砂浜との一体感、地形変
化への追従性等が確認されている「被覆ブロック式（不透過構造）」

※青字が絞り込まれた工法

①海浜変形シミュレーション
20年後の海浜形状を予測し、防護機能を確認しました。

②景観シミュレーション
フォトモンタージュにより、視点場における施設の視認性や水平線の
眺望、汀線形状を確認しました。また、模型により、周辺景観との調和
や臨場感を確認しました。

③総合的な評価
防護、景観、利用、コスト等についての総合的な評価を行い、最適案
を選定しました。

水理模型実験による堆砂効果の検証
横堤の函体部を不透過型、透過型（有脚式を想定）とした場合の模型
実験が実施されました。実験の結果、透過型の有脚式は一定の堆砂
効果が期待できることを確認しました。

水理模型実験後の地形水理模型実験装置

三保地区の景観改善対策の状況（対策の検討の流れ）



海浜変形シミュレーションによる将来予測

14

水深変化量(m)

【20年後の予測汀線】

1・2号Ｌ型突堤周辺で汀線が前進し、汀線の不連続が緩和される。

【20年後までの予測浜幅】

1・2号Ｌ型突堤周辺で汀線が前進し、全域で必要浜幅を満足する。

【20年後の予測水深変化量】

1・2号L型突堤周辺で堆砂が進行し、防護安全度が向上する。

三保地区の景観改善対策の状況（対策の検討内容）



デザイン検討用模型による立体感、スケール感の確認

1/2000スケール模型
（海域は着色処理）
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造波装置

突堤

波の入射方向

水理模型実験による堆砂効果の検証

実験による地形変化の確認

堆積状況写真

地形変化の解析

三保地区の景観改善対策の状況（対策の検討内容）
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（2015年～2024年頃）羽衣の松周辺から視認性が高い１号・２号消波堤の景観改善（Ｌ型突堤への置き換え）を優先的に実施する。

（2025年頃～2044年頃）２号消波堤から北側の海浜変形等をモニタリングしながら対策を順次検討する。

（2045年頃～）安倍川などから供給される土砂のみにより砂浜が維持される、施設に頼らない海岸の実現を目指す。長期対策

短期対策

中期対策

景観に配慮した最小限の施設と養浜の組み合わせにより、防護機能の
確保と景観改善を図る

既存の消波堤を必要な防護機能が確保でき、施設の視認性も改善さ
れるＬ型突堤に置き換える

三保半島先端部の堆積土砂を活用し、年間５万m3の養浜を実施する

Ｌ型突堤の構造イメージ

【Ｌ型突堤】
天端高が低い縦堤を陸側から沖合いに、横堤を汀線に平行に設置し、沿岸方向に
移動する漂砂を捕捉する。
既存の１号，２号消波堤の北側にそれぞれ１基ずつ新設します。施工は、侵食傾向
が著しい箇所への対応、景観改善効果の早期発現を考慮して、１号Ｌ型突堤を先行
して実施する。

【養浜】
漂砂下手の三保半島先端部に溜まった土砂を
上手の海岸に運搬・投入し再利用する。
これまで養浜を年間あたり３万m3実施してきま
したが、防護機能を確保するため年間あたり５
万m3以上に増量する。

養浜実施の様子

Ｌ型突堤のメカニズム

三保地区の景観改善対策の状況（段階的な対策の実施）



フォトモンタージュにより周辺との調和や臨場感を確認

主要視点場「羽衣Ｄ」における改善効果

17

現況

消波堤区間は侵食傾向にあり砂浜幅が狭い状況

予測（20年後）

対策実施により砂浜を確保し、背後地を防護する

消波ブロックが明瞭に視認され、
景観に影響を与えている

汀線の凹凸が目立っている

T.P.+4.5m

天端高が低いＬ型突堤は
溜まった土砂により視認されにくくなり、

景観が改善します

汀線の凹凸が改善される

T.P.+1.5m

三保地区の景観改善対策の状況（将来の姿）

羽衣Ｄ



年 度 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９～Ｈ３０

三保松原景観改善技術フォ
ローアップ会議

１号Ｌ型突堤の整備 工 事設 計入札手続き

＜確認項目＞

工事発注前 入札手続き中 詳細設計時

Ｌ型突堤全体 平面配置 提案内容の妥当性
構造デザイン、色合い、
表面処理など

横堤（有脚式）の
構造

設計条件
（延長、天端高、天端幅、消波性能等）

提案内容の妥当性 構造物の安定性等

縦堤の構造
設計条件
（延長、天端高、天端幅、法勾配、ブロック
質量等）

提案内容の妥当性 被覆材料選定、
ブロック割付など

審査委員会
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◆入札手続きの関係上、突堤構造の詳細検討を来年度前半に実施し、工事着手は来年度後半以降となる予定。

◆景観への配慮事項等については、詳細設計時に「三保松原景観改善技術フォローアップ会議」等の意見を反映させる
ことを受注者に求める。

三保地区の景観改善対策の状況（Ｌ型突堤の設計・施工方針）



安倍川からの土砂供給や砂浜の自然回復が順調に進んでいるか確認

突堤本体の構造や機能及びその周辺地形に影響が生じていないか確認施 設

利用・環境に悪影響を及ぼしていないか確認

周辺地形、施設の防護性能、変状・劣化

海岸利用、漁業、生物環境

防 護 1/50確率波浪に対する防護水準を満たしているかなどを確認

海岸構造物による景観形成上の影響が低減しているかなどを確認

沿岸漂砂量、砂浜幅、海浜・海底地形など

海岸構造物の見え、海浜形状の変化

現在の測量調査等を基本現在の測量調査等を基本

定点写真撮影により経過観察を実施定点写真撮影により経過観察を実施

ヒアリングを中心に定期的な調査で影響を確認ヒアリングを中心に定期的な調査で影響を確認

詳細な調査で施設及び周辺地形を監視詳細な調査で施設及び周辺地形を監視

利用・環境

景 観

長期目標実現長期目標実現

効果の検証

影響の確認
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◆モニタリングは、以下の５つの区分を基本とし、必要なモニタリング項目を設定して実施する。

沿岸漂砂量、砂浜の自然回復状況など 国との連携により流砂系全体での土砂動態を確認国との連携により流砂系全体での土砂動態を確認

三保地区の景観改善対策の状況（モニタリング計画）



調査 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37～ 備考

防護

汀線・深浅測量 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 2回/1年

定点写真撮影
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 3～4回/1年

※パトロール時等に実施

景観 定点写真撮影 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 3～4回/1年

施設

マルチビーム測量 ● ● ● Ｌ型突堤整備後の翌年（2回/1年）

ＧＰＳ測量 ● ● ● Ｌ型突堤整備後の翌年（２回/1年）

波浪観測（横堤沖側・岸側） ● ● ● Ｌ型突堤整備後一定期間

施設の健全度調査
● ● ●

初回、1回/5年、異常発見時

利用
・

環境

関係者への聞き取り調査 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1回/1年

生物調査 ● ● ● ● Ｌ型突堤整備前、以降1回/5年

長期
目標
実現

波浪観測（久能観測所） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 通年

空中写真撮影（垂直、斜め） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1回/1年

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37～ 備考

Ｌ型突堤の整備 短期２基、中期２基

養浜の実施（5万m3/年）

モニタリング

対策の効果検証、影響の確認

清水海岸侵食対策検討委員会 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1～2回/1年

三保松原景観改善技術フォローアップ会議 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1～2回/1年

対策の順応的な見直し 必要に応じて適宜

三保松原における防護と景観改善の両立に向けたロードマップ（案）

モニタリングのスケジュール（案） ●：実施予定のモニタリング

高波浪来襲後等のパトロール時に変状の有無を確認、定点写真撮影

高波浪来襲後等のパトロール時等に撮影

20※モニタリングによる対策の効果や影響の検証結果を踏まえたフォローアップ会議での検討に基づき、実施予定は順応的に見直す。

三保地区の景観改善対策の状況（モニタリングの実施工程）



・清水海岸三保地区における海岸保全と景観改善の両立のための対策
について、対策の推進と順応的な見直しを図るため、以下の項目につい
て検討し、段階に応じた的確なフォローアップを実施

（１）Ｌ型突堤の設計・施工段階における技術的な課題

（２）モニタリング計画 （３）モニタリング結果の評価

（４）養浜の実施方法 （５）対策の順応的な見直し

＜開催頻度：年１～２回＞

・フォローアップ会議の学識委員で構成

・フォローアップ会議の検討項目（モニタリング結果の評価、 対
策の順応的な見直し等）に関する技術的な検討を実施

＜開催頻度：検討課題に応じて適宜＞
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◆「モニタリング計画」に基づく景観改善対策の評価や順応的な見直しは、以下の枠組みにより推進していく。

・清水海岸における侵食対策について、モニタリング結果を踏まえた対策
の効果検証や新たな課題の抽出を行うとともに、今後の侵食対策につい
て総合的に検討し、計画の順応的な見直しを実施

＜開催頻度：年１～２回＞

清水海岸侵食対策検討委員会三保松原景観改善技術フォローアップ会議
連携

情報共有

氏 名 所 属 ・ 役 職 分 野

○ 宇多 高明 日本大学客員教授 学識（海岸）

○ 岡田 智秀 日本大学理工学部教授 学識（景観）

○ 佐藤 愼司 東京大学工学系研究科社会基盤学専攻教授 学識（海岸）

○ 篠原 修 東京大学名誉教授 学識（景観）

勢田 昌功 国土交通省中部地方整備局河川部長 行政（国）

平澤 毅 文化庁文化財部記念物課主任文化財調査官 行政（国）

山本 克也 静岡市副市長 行政（市）

○：技術検討ワーキング部会委員

委員名簿

氏 名 所 属 ・ 役 職 分 野

杉本 隆成 東京大学名誉教授
委員長
学識（海岸）

宇多 高明 日本大学客員教授
委員長代理
学識（海岸）

山本 吉道 東海大学大学院総合理工学研究科教授 学識（海岸）

諏訪 義雄
国土交通省国土技術政策総合研究所
河川研究部海岸研究室長

学識（海岸）

櫻田 芳宏 三保地区連合自治会長 地域住民

瀬井 功 折戸地区連合自治会長 地域住民

大石 修司 駒越地区連合自治会長 地域住民

遠藤日出夫 清水海岸侵食災害防止対策促進期成同盟会会長 関係団体

宮城島昌典 清水漁業協同組合代表理事組合長 関係団体

菊池 健史 NPO法人海辺を考えるしおさい21理事兼事務局長 関係団体

宮城島史人 NPO法人三保の松原・羽衣村理事長 関係団体

犬飼 一博 国土交通省中部地方整備局静岡河川事務所長 行政（国）

杉保 聡正 静岡県交通基盤部河川砂防局長 行政（県）

市川 良輔 静岡県交通基盤部静岡土木事務所長 行政（県）

伊東 正高 静岡市建設局次長兼土木部長 行政（市）

技術検討ワーキング部会

委員名簿

三保地区の景観改善対策の状況（モニタリング計画の推進体制）



連携

情報共有

年1-2回開催

・専門家、関係機関、地元代表者による総合的な検討・助言
・情報公開、地域住民（傍聴者）の意見把握

■清水海岸（三保地区）における景観改善ＰＤＣＡサイクル
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○基本理念：「背後地の防護」と「芸術の源泉にふさわしい景観」の両立
○目指す海岸の姿：構造物に頼らずに砂浜が維持される海岸
○対策：短期対策、中期対策、長期対策

○Ｌ型突堤の整備（短期２基、中期２基）
○養浜（サンドリサイクル養浜5万m3/年）
○消波堤の撤去

○対策効果の評価
○課題の抽出
○対策の順応的な見直しの検討

○モニタリング計画に基づくモニタリング実施
○対策の効果・影響を把握

【モニタリング計画】
・「防護」、「景観」、「施設」、「利用・環境」、「長期目標実現」の５つの区分
・モニタリング項目毎に評価基準を設定
・汀線・深浅測量、定点写真撮影、波浪観測等の必要な調査を実施

安倍川総合土砂管理計画フォローアップ委員会

連携 情報共有リアルタイムの意見情報公開

毎 年1-2回開催

・専門家、関係機関による総合的な検討・助言
・対策効果の検証、対策の順応的な見直しの検討、対策の技術的検討

◆ＰＤＣＡサイクルに基づき、モニタリング結果を踏まえた対策の順応的な見直しを適宜実施し、関係機関が連携して
対策を推進し、「目指す海岸の姿」の実現を目指していく。

計画（PLAN）

清水海岸侵食対策検討委員会

実行（DO）

確認（CHECK）

改善（ACTION）

三保松原景観改善技術フォローアップ会議

助言 提案・報告 報告

広報誌「波音」定期発行、清水海岸ポータルサイトによる情報提供

三保地区の景観改善対策の状況（ＰＤＣＡサイクル）



年度 平成２７年度 平成２８年度

月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４～７ ８～11 12～３

検
討
項
目

モニタリン
グ計画

養浜の
実施方法

技術会議
最終報告書

実
施
項
目

Ｌ型突堤
整備

養浜

測量調査

会
議
等

三保松原
海岸部

8/11

汀線深浅測量

23

第１回フォローアップ会議

第２回
ワーキング

第２回フォローアップ会議

侵食検討委員会

汀線深浅測量

航空写真撮影

最終報告書作成

サンドリサイクル養浜（V=４万m3）

盛土形状検討

養浜材採取方法検討

モニタリング計画
保全状況報告書の記載内容

養浜の実施方法
技術会議最終報告書の確認
モニタリング結果報告

入札手続き

8/28

計画検討

詳細設計 工事

定点写真撮影（高波浪来襲後）

生物調査

第３回
ワーキング

養浜盛土形状
養浜材採取方法

三保地区の景観改善対策の状況（スケジュール）

養浜景観勉強会


